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     EXPERIMENTAL STUDIES ON ZINC METABOLISM 
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         PART I. ON THE EFFECTS OF SEXUAL HORMONES 

                           Masaaki HIRAYAMA 
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                           (Director : Prof. T. Kato, M. D.) 

   Using male adult rats of the Wistar strain, studies were made on the relation between 
 65Zn uptake rate in dorso-lateral lobe of the prostatic gland and its weight under various 

influences of the sexual hormones and on the changes in amount of the 65Zn in the droso-

lateral lobe. 

   The results summerized as follows. 

  1) In normal rats, the dorso-lateral lobes of the prostate was found to have the highest 

uptake rate (cpm/mg) than any other organs in 24 hrs of administration. The weight and 

the 65Zn uptake rate were higher in cohabit group than in non-cohabit group. 

  2) In normal rats, after administration of T. P. 0.1mg, the weight of the lobe increased 
consistently, while the uptake rate decreased in 20 days with subsequent increase. With 

E. b. 0.1mg administration, both of the weight and uptake rate showed tendency of decrease 

at each period. With administration of T. P. 0.2mg and E. p. 0.1mg, they maintained the 

control levels, while they showed tendency of decrease after administration of T. P. 0.1mg 

and E. b. 0.1mg. 

   3) In the group of castrated but non-treated rats, the uptake rate decreased accompani-

ed with decline of the weight, but the uptake rate did not change during the period between 

20 and 30 days after the operation. With administration of sufficient dose of T. P. (0.2 mg 

daily), the weight and uptake rate maintained at the control level for 30 days. With inade-

quate dose of T. P., however, both of weight and  uptake rate decreased with the later being 
less predominant. With adminishation of E. b. there was decreases in both weight and uptake 

rate as same as the non-treated group, whereas relatively high uptake rate was obtained in 

10 days with 0.01 mg administration. When a large amount (1 mg) of T. P. is given at the 

completion of atrophy, the weight returned to the control level in 10 days, but the uptake 

rate shoured a slower restoration. 

   4) The transition of the amount of 65Zn in the dorso-lateral lobe showed a similar chan-

ge in both cohabit and non-cohabit groups in normal rats. In 30 days, the accumulated rate 
was  18-24% which was still higher than the other organs for the uptake rate. With ad-

ministration of T. P., a slower change was obtained in normal and castrated rats, while a
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rapid change was seen with administration of E. b. with a slight increase in  30. When 

a large amount of T. P. is given after completion of castrated phase, a tendency of increase 

was observed despite low uptake rate. 

   5) By means of autoradiography, specific uptake of the  65Zn was able to be demonstrat-

ed in the dorso-lateral lobe, but the effect of hormone was not clearly  defined. Trends of in-

creases of 65Zn in epithelial cells with T. P. administration and in interstitial cells with E. 

b. administration were recognized, of which relationship with functions of glandular cell or 

tissue is not known.

緒 言

動 物 体内 の亜鉛 に つい て の 研 究 はRaut

(1877)48)Lechartier(1877)28)等 を もって嗜

矢 とす る.泌 尿器科 方面では1921年Bertrand

等1)は 前 立腺 の化 学的特性 として亜鉛 の含有量

が高 い ことを報告 した。1934年Scott等52⊃ は結

晶イ ンス リンに亜鉛 が含 まれてい ることを確証

し,1940年Keilin等24)が 赤 血球 の炭酸脱水素

酵素 に亜鉛が重要成物 として含 まれてい る事 を

報告 して以来,他 の亜鉛酵素 も次 々 と発見 され

るに及 んで,生 殖作用,生 体 内物質代謝,並 び

に内分泌機能 との関連 が注 目を浴び るように な

り,生 体 内亜鉛 の重要性 が漸 次認識 され るよう

になつて来 た.

一 方近年
,物 質代謝 の研 究に放射性 同位元素

が導入 された ことは各分野 で輝 か しい成果 をお

さめ る原動力 となつ たが,亜 鉛代謝 において も

放 射性亜鉛65Znを 利 用 して,生 体内分布,吸

収,排 泄,臓 器内蓄積,亜 鉛 と分泌機能,物 質

代謝,或 は腫瘍の関係 につ いて多 くの研究 がな

されて来 た.冒 頭に も述べた如 く泌尿器科領域

におけ る亜鉛 の研究は1921年Bertrand等 が前

立腺 に多量 の亜鉛 が含有 され る ことを報告,生

殖 に於 ける亜鉛 の役割 を論 じたのが 最 初 で あ

る.次 いでMawson等(1951)31》 は ラッ ト前

立腺背側葉 は他 の どの組織 よりも多 くの亜鉛を

含有す ること,又 人前立腺 において も他 の どの

柔組織 よ りも亜鉛 の含有量 が多 い こ と を 報 告

し,前 立腺 の亜鉛 の意義 の重要性が認識 され る

ようになつた.

Gunn(1955)ls)14)等 は放射性亜鉛6SZnを 使

用 し,ラ ッ ト前立腺背側葉が6SZnを 選 択 的に

摂取 し,性 ホル モ ンの影響下 で変動 し,前 立腺

の機能 を よ く反映す る ことを報告 した .そ の後

多 くの研究 が報告 されたが,前 立腺 の亜鉛 の存

在 意義につ いては尚不明 で,Metalloenzyme,

Zinc-enzyme-complex酵 素 蛋白等 の形式 に関

与す るのであろ うとす る推察 の域 を脱 していな

い41)55).著 者 は ラッ トを使用 し,各 種性 ホル モ

ンの影響 に於け る前 立腺 背側葉 のasZnの 代 謝

につ いて研究 したの で報告 す る.

実 験材料 並びに実験 方法

1)実 験動物として25091コ 以上の成熟ウイスター

系雄 ラッ トを使用 した.自 由飲水のもとに室温21～

23。C,オ リエンタル酵母製固型飼料MFで 飼育 した.

2)放 射性亜鉛65Znに ついて

Oak-Ridge-NationalLaboratoryで 作 られた65Zn

Cl2HCI溶 液を生理的食塩水,並 びにNaOHで 略 々

pH7,0に 補正し1mc/ccに なるように稀釈して使用

した.比 放射能は1000以 上のものを使用した(表1).

表165ZnC12HC1溶 液(OakRidge

NationalLaboratory)

　
蝿 ・嘆m,/島.鰹 携 轡(Znmg/ml)

196222細13・56±10%1035iO .613,09

196218/Xi16.73±10%il278iO.613.09

19636/V皿 「19.79±10%i互51110.613.09
11

　 　

19615/XI18.84±10%il35610,613.09

11

6SZnの 物 理 的 性状 は物 理 的 半 減 期245日
,β 線 平 均

エ ネル ギ ーO ,32SMeV(2%)γ 線 エ ネ ル ギ ー1.12

MeV(45%)γ 線 の強 さ3.Or/mc 、hr.cmで あ り,

骨 髄 に 於 け る生 物 学 的 半 減 期23日,有 効 半 減 期21日 と

され て 来 た.

3)6SZn投 与

稀 釈 した6SZnC12溶 液 を エ ー テル 麻 酔 下 の ラッ ト

の心 臓 内 に0.4μc/g体 重 の割 に注 射 した .

4)放 射能 測 定,並 び に 摂 取 率

Nuclear社 製 のScintillationCounterを 使 用 した .
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plateau電 圧1250KV,Counter窓 よ り被 験 物 まで

の距離1.5cmと し,直 径1cmの ビニ ール 製 皿 に 被

験物 を入 れ測 定 した.摂 取 率 は,1分 間Count/臓 器

湿潤重 量(cpm/mg)を 以 つ て 表 した.放 射 性 同位 元

素を使 用 し代 謝 を観 察 す る場 合,投 与 量 に 対す る臓 器

単位 当 りの%で 表 す 場 合,或 はQuimby(1948)47)の

DifferentialAbsorptionRatio却 ち,

被 検 体 に含 まれ るμc数

被 検 臓 器 の 重量(9)DAR=

投 与 した μc数

体 重

を以つ て 摂取 率 とす る等64)種 々 あ るが,著 者 は 全 て

cpm/mgを 使 用 した.

5)使 用性 ホル モ ン

男性 ホ ル モ ン と してTestosteronepropionate(T,

p,と 略 す),女 性 ホル モ ソ と してEstradiolbenzo。

ate(E.b.と 略 す)の 水 性 懸 濁 注 射 液 を 使 用 し,投

与 量はmgで 表 し,投 与 は背 部 皮 下 に 注 射 した.

6)Autoradiography(lnvertingMethod)

摘 出,放 射 能 を測 定 した 背 側 葉 を そ の ま ま純 メチ ー

ル アル コール に12時 間 固 定 した.パ ラ フ イ ソ包 埋,ミ

クロ トー ムで約5μ の切 片 の標 本を 製 作,脱 パ ラ後1
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%の ツエ ロイ ジ ン 液 に 浸 し,一 昼 夜 乾 燥 した.暗 室 内

でStripingFilm(富 士 のET-2EStripingtype

を 使 用)を 被 い,扇 風 機 で約1時 間 乾 燥 完 全 に遮 弊 し

た 箱 に 入れ 冷 蔵 庫 内 で適 当時 間 露 出感 光 した.

現 像;富 士 レソ ド■一・■ル 現 像 液 を 使 用20。C3分 間現

像,

プ 着;富 士 フィ ッ クス定 着 剤 を 使 用,10分 間 定 着

し,水 洗1時 間 直 ち にFilmを 標 本 と共 に 反 転 し 乾

燥,ヘ マ トキ シ リソ核 染 色 を 行 つ た4)12)65)66)67)68).

実 験 成 績

〔実験1〕 正常ラッ ト並びに性ホルモン各種影響下

における前立腺背側葉の重量変化と6SZn摂 取率の変

化について,

1)正 常 ラッ ト群の65Zn投 与後24時 間における前

立腺背側葉,血 液,肝,膵,副 腎,精 藝腺,前 立腺前

葉,睾 丸の各種臓器の摂取率は表Hに 表 した。前立腺

背側葉の重量には個体差が見られるが,摂 取率は他臓

器に比較すると高い.正 常ラッ ト群は非同棲群と同棲

群に 区別したが,背 側葉を 除くと各種臓器の摂取率

(表皿)に は差は見 られなかつた.同 棲群 とは雄ラッ

表H各 種臓器の65Zn摂 取率並びに重量(摂 取率cpm/mg/重 量mg)

1.非 同棲 群

1

2

3

4

5

平均

血 液

1.2

1,4

0,8

2.1

1.8

肝

5.2

4.3

5.5

4.7

5.6

1.4 5.1

膵

5,8

4.9

6.3

6.2

5.9

副 腎

2.0

1.3

1.9

2.9

3.O

5。8 2。6

前 立 腺
前 葉

1.4

2,0

1.6

2.3

4.0

1.8

前 立 腺
背 側 葉

9.3

8.2

lO.2

7.7

7。6

8.6

精 藝 腺

1.5

1.8

1.4

1.6

1.3

1.5

窒 丸

1.8

2.0

1.8

O.9

1.7

1.4

表m

2.同 棲 群

1

2

3

4

5

平均

1.8

0,7

0,9

1.5

L8

1.2

5,6

4.3

4.8

4.3

5,2

4.8

6.3

6.8

5。8

6.8

5.6

6.2

2.3

1.8

2.0

3.0

2.1

2.2

2.3

2.0

1.8

1.4

1.5

1.8

9,2

8.5

10.2

9.7

8.9

9.3

L8

L3

1.4

2.O

LO

1.5

1.5

2.3

0.9

1.8

L7

1.6
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ト1匹 に雌ラッ ト4匹 を同一ゲージにて30日 間飼育し

たものである.非 同棲群の背側葉重量 の平 均 は332

mg,摂 取率平均8.6cpm/mgに 対 し,同 棲群は355

mg,9.3cpm/mgを 両者共非同褄群に比較して高値を

示した.

2)性 ホ投与群,表IVの 如 く13群 とした.

表IV

正 常 ラ ッ ト

1.T.P.0.1mg投 与 群

2,E.b.0.lmg投 与 群

3.T.P.0.2mg,E.b.0.1mg投 与 群

4.T.P.0.1mg,E.b.0.1mg投 与 群

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

去 勢 ラ ッ ト

無 処 置 群

T.p.0.2mg投 与 群

丁.p.0.1mg投 与 群

丁.p.0.05mg投 与 群

E,b.O.1mg投 与 群

E.b.0.01mg投 与 群

T.p.0.2mg,E.b.0.lmg投 与群

T.p.0.1mg,E.b.0.1mg投 与 群

去 勢30日 後T.p.1mg投 与群

表V正 常 ラッ トT.P.0.1mg投 与 群

性ホは毎日投与し10日,20目,30日 の変化を観察し

た.1群 各時期に2匹 のラッ トを使用した.

A)正 常 ラッ ト

a)T.p.O.1mg投 与群(表V,図1);10日 で

重量,摂 取率共に増加 したが,20日 では重量は更に増

加したにかかわ らず,摂 取率は減少していた.30日 で

は重量は引き続 き増加傾向があつた。摂取率も増加の

傾向が認められたが,正 常値まで回復し得なかつた.

b)E.b.0.ユmg投 与 群(表VI,図2);10日 で

重量,並 びに摂取率は 減少の傾向を取つた.20日,

30日 と両者共に漸次減少したが重量の減少率は28%で

あるにかかわらず摂取率の減少率は51%と 急激であつ

た.

c)T.P.0.2mg十E.b.0.1mg投 与群(表 皿,

図3);全 期を通じ重量,摂 取率は略々正常範囲に維

持されていた.

d)T.P.0.1mg+E.b.0.1mg投 与群(表VIIIfs図

4);重 量 は漸次減少の傾向があつた.摂 取率は10日

では正常値を示していたが,20日,30日 では変化はな

かつたが,10日 に比較すると減少していた,

B)去 勢 ラッ ト

a)去 勢無処置群(表D(,図5);法 勢直後より

の変化を観察した.10β で重量,摂 取率共に著明に減

lO日

20日

30日

響
体 重
mg

274

286

288

304

286

274

前 立 腺 背 側 葉

重 量m・1摂 取率 ・pm/m・

375

319

347

378

394

386

396

406

401

9.6

10.0

9.8

7.8

6.6

7.2

8,6

7.4

8.O
璽 摂

量 取率

図1

!0 2e 30日

正 常 ラ ッ トT.P.0.1mg投 与 群
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mgcρ%
9

表VI正 常 ラッ トE.b.0.1mg投 与 群500

10日

20日

30日

体 重
mg

280

264

285

279

前 立 腺 背 側 葉

重 量(mg)摂 取率(cpm/mg)

338

348

343

313

291

302

308

296

257

249

253

7.8

6.6

7.2

5,7

5,3

5.5

4.3

4.1

4.2

400

300

200

/00

翻 正常… 甜8擁 投与群

ノ0

5

レ

重 摂

量 肇

図2

mgcρ%

500

400/O

joO

200

〃0

亜

モ

/0

正 常 ラ ッ

9

ヨi

至

20

重

亜

557

30日

トE.b.0.1mg投 与 群

10日

体 重
mg

258

261

286

273

前 立 腺 背 側 葉

重 量m・ 脚 率(・pm/m・)

325

365

345

360

310

335

8。5

8.9

8.7

費 1
}

9。0

7.8

8,4

司
耐

20日

30日

302

296

383

347

9.4

8.2

⊥一

憩
刊

重 摂
取量

図3

ZO 日

正常・・遣 君:8:趨 投与群
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mgcρ%

麹 正常…lll:9:8灘 撚 群 …

体 重
9皿 重 量(m・)瞬 率(・p蜘 ・)

前 立 腺 背 側 葉

lO日

278

294

358

366

362

8.4

8.0

8.2

20日

281

270

331

333

332

7.8

6.8

7。3

30日

296

3垂4

270

310

290

6.4

6.4

6.4

表D(去 勢ラッ ト無処置群

「重.摂

量 輩

図4

"9`ア%
9

∫00

前 立 腺 背 側 葉

10

10日

20日

30日

20 30E

正常… 甜8:躍 投鱗

体 重

258

272

283

297

285

253

重 量(・m)1摂 取率(・pm/m・)

180

172

176

114

98

106

90

82

86

4。2

5.6

4.6

400

300

3.0

2,0

2.5

200

2.5

2.7

2。6

!00

〆o

∫

尋

惑
杢

至

面
網

重 →長/02030ε ヨ

豊 肇

図5去 勢 ラッ ト無処置群
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少し,対 照群の略々50%で あつた.重 量は続いて減少

傾向を取り30Bで は77%の 減少率を示した,摂 取率は

20日まで減少したが30日 では20日 の値がそのまま移行

して,対 照群に比較すると1/3の 値を維持していた.

b)T.P.0.2mg投 与群(表X,図6);去 勢 直

後よりT.P.の 投与を行つた.10日 で重量,摂 取率

共に上昇したが,20日,30日 では両者に変化なく,対

照群より僅かであるが高い値を示した.

c)T.p,0.1mg投 与群(表X工,図7);10日 で

重量,摂 取率共に正常値 より低下した.20日 で重量は

31%の 減少,摂 取率は29%の 減 少を示した.30日 では

重量は更に減少したが摂取率は20日 より僅かに上昇 し

たのを認めた.

d)T.P.0.05mg投 与群(表 皿,図8);10日

で重量は35%の 減少,摂 取率 も同時に31%の 減少率を

示した.20日,30日 で も漸次減少の傾向を取 り,30日

では重量68%,摂 取率は56%の 減少率を示した.

(e)E,b.O.1mg投 与群(表XIII,図9);重

量,摂 取率は10日,20日,30日 と減少し無処置群と略

々同一の傾向を取つた,20日,30日 と引き続き減少し

たが,摂 取率は固定していた.

f)E,b.0.01mg投 与群(表XIV,図10);重

559

量は全期O.lmg投 与群,或 は無処置群と略々同様に

減少したが,摂 取率は10日 で2者 に比較すると高値を

維持し,20日 で減少するが尚高値を示したが,30日 で

は前2群 と同一値に減少していた.

g)T.p.O.2mg十E.b.O.lmg投 与群(表XV,

図!1)T.P.0.1mg+E.b.0.1mg投 与群(表XIV,

図12)

2:1投 与群では全期,正 常群 に投与した場合と同

様重量,摂 取率共に正常範囲に維持されていた,1:1

投 与群は10日 では両者共に正常値に維持されたが20日

では両者共に急激に減少した.30日 では重量は更に減

少したが重量の減少率79%に 比較すると摂取率の減少

率は58%と 軽度であつた.

9)去 勢30日 後 よりT.P.1mg投 与群(表XVII,

図13)

萎縮が完成した時期より大量のT.p,を 投与した.

10日 で重量は正常値に既に回復していたが摂取率は尚

正常値の50%の 低値であつた.20日,30日 で重量は更

に増加の傾向を示し,正 常値以上の値を取つた.摂 取

率は20日 で正常値に達したが,30日 では再び僅かであ

るが減少した.

表X去 勢 ラッ トT.P.0.2mg投 与 群

500

10日

20日

30日

体 重
gm

281

276

295

287

268

298

前 立 腺 背 側 葉
　

重 量(mg)}摂 取率(・pm/mg) 400

420

380

395

421

385

403

408

4i2

410

9.0

10.2

9.6

300

12.0

8.4

10,2

200

8.6

9.8

9.2

100

重 摂 〃2030E】

量 肇

図6去 勢 ラ ッ トT.P.0.2mg投 与 群
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mgcρ 物

500

表M去 勢 ラッ トT.P.O.1mg投 与 群

IO日

20日

30日

体 重
gm

284

272

270

290

268

282

前 立 腺 背 側 葉

重 量(mg)摂i取 率(cpm/mg)

350

336

343

240

222

231

190

182

186

8,5

8.1

8.3

6.4

6.0

6.2

6.7

6.3

6.5

表 湿 去 勢 ラッ トT.P.0.05mg投 与 群

前 立 腺 背 側 葉

400!0

垂杢 ご

300

～1

2eo5 十

ノ00

茎 甕"2030日

図7去 勢 ラッ トT.P.0.1mg投 与 群

mgcρ%
9

SOO

400/0

補

一

300

200s軽

/,

重

'00

体 重
gm

重 量(mg)摂 取率cpm/mg

290

28010日

216

214

215

6.4

6.0

6.2

296

28420日

180

150

165

4.8

4.3

4.5

30日

300

305

110

104

一 ㎜ 油 一7..

107

4.0

3.6

3.8

燭 幽

一一
重 摂!OZO30日

量 肇

図8去 勢 ラッ トT.P.O.05mg投 与 群
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mg脇

500表XI工1去 勢 ラ
ッ トE.b.O.lmg投 与群

1

体 重
gm

前 立 腺 背 側 葉

重 量(m・)脚 率¢・m/m・)

561

258

24810日

168

182

175

260

29020日

89

103

96

258

27a30日

82

52

67

5,2

6.Q

5.6

2.5

3.1

2.8

2.8

3.2

3.0

400

300

200

100

表XIV去 勢 ラッ トE。b.0.01mg投 与 群

10日

体 重
前 立 腺 背 側 葉

重 量(mg)摂 取率(cpm/mg)

250

256

210

21Q

210

6.9

6,5

6.7

270

27020日

132

118

125

4.3

3.9

4.1

30日

290

283

58

66

62

2.3

2.9

2.6

脚

重 摂/0

量 輩

図9去 勢 ラ ッ ト

"9`吻
9

500

4ao10

3eo

杢

●

ZOO5幽

ノ00

2030日

E.bO.1mg投 与 群

杢

杢

釜

壬

輔
一

重 摂

量 豊

図10

/02030日

去 勢 ラ ッ トE.b.0.01mg投 与 群
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表xv去 勢… 雀ig:8:舞 投与群

500

4eo

300

200

第1編

10日

20日

30日

体 重

273

286

前 立 腺 背 側 葉

重 量(mg)摂 取率(cpm/mg)

305

345

325

295

289

325

345

334

298

301

326

334

330

8,3

9.5

8.9

8.3

10.1

9.2

8.1

8.9

8,5

表XVI去 勢… 畳沼:1:躍 投塀

10日

20日

30日

体 重

280

300

278

292

296

292

前 立 腺 背 側 葉

重 量(mg) i摂取 率(・pm/mg)
1

345

377

361

185

201

193

92

!04

98

7.8

8.6

8.2

4,8

4.2

4.5

里 マ具/02030Eヨ

量 翌

図1・去勢・・遣918:罐 撚 群

mg伊%

500

400

300

200

100

3.2

4.0

3.6

重 摂

量 翠

図・2去 勢…ll:g:8:轟 撚 群
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表XVII去 勢30目 後 丁・P・1mg投 与 群

5CO

cρ%

10日

20日

30日

563

体 重

285

285

276

289

280

293

前 立 腺 背 側 葉

重 量(mg)瞬 率(・pm/m・)

344

316

325

412

418

415

437

427

432

5.4

5.0

5.2

8.8

8.4

8.6

8.0

8.2

8.1

〔実験H〕(図14,15)

実 験1と 同様 の性 ホ 影 響 に於 け る背 側 葉 の65Znの

時間 的推 移 を10日,20日,30日 で観 察 した.即 ち

6SZnC12稀 釈液 を0 .4μc/9体 重,心 臓 内 に1回 投 与

し,各 時期 に 背 側 葉 の摂 取 率 を測 定 した.

1)正 常 ラヅ ト

非 同棲 群,同 棲 群 に分 類 した.両 群 同様 の 減 少 曲 線

を描い た が,蓄 積率 は 非 同棲 群,10日(68%),20日

(40%),30日(24%),同 棲 群 は10日(58%),20日

(35%),30日(18%)で あ り同棲 群 の 方 が 減 少 は急 速

であつ た.

a)T.p。0.2mg投 与 群;蓄 積率10日(108%),

20日(80%),30日'(68%)と 対 照 群 に 比較 す る と,背

側 葉内65Znの 推 移 は 少 な く,10日 で は む しろ増 加 の

傾 向を示 した,

b)E.b,0.1mg投 与 群;蓄 積 率10日(60%),20

日(19%),30日(36%),10日 で は 対 照 群 と同 値 を 示 し

たが20日 に 急激 に減 少,30日 で 再 び 上 昇 した.

c)T.p.O.2mg十E.b.0ユmg投 与 群;… 蓄積 率

10日(91%),20日(78%),30日(55%),T.P.

O.2mg投 与 群 と略 々 同様 の傾 向 を示 した が や や 低 い 値

で あつた.

B)去 勢 ラッ ト

a)張 勢 無 処 置 群;10日(27%),20日(8%),

重 摂!02030日

量 肇

図13去 勢30日 後T.P.1mg投 与 群

30日(6%)の 蓄 積 率 で あ つ た が,対 照 群 に 比較 す る

と急 激 な 減 少 を 示 した,

b)T.PO.2rng投 与 群;10日(102%),20日(81

%),30日(79%)正 常 ラッ トにT.P.0.2mg投 与

した 場 合 と同様 の推 移 を 示 した.30日 で は む しろ高 値

を 維 持 して いた.

c)去 勢3週 後 よ りT.P.1mg投 与 群;10日(48

%),20日(56%),30日(60%)と 蓄 積 率 は 時 間経

過 と共 に増 加 す る傾 向 を 示 し た.併 し,摂 取 率 は 対 照

群24時 間値 の1/2で あ つ た.

d)E.b.0.1mg投 与 群;10日(34%),20日(20

%),30日(17%)の 蓄 積 率 を示 した.無 処 置群 と略

々 同様 の変 化 を 取 つ た が,30日 で,正 常 ラッ トにE.

b.0.1mg投 与 した 場 合 と同 様 僅 か で あ るが 増 加 の 傾

向 を認 め た 。

e)T.PO.2mg+E.b.0.1mg投 与 群;10日(49

%),20日(33%),30日(24%)の 蓄 積 率 を 示 し

た.正 常 群 に 比 較 す れ ば そ の 値 は低 いが 略 々 同様 の傾

向 で あつ た.

C)血 液,睾 丸 に於 け る65Znの 時 間 的推 移(表

XVIII)

ラ ッ ト5匹 を使 用 した.同 一動 物 よ り血 液,睾 丸 組

織 を採 取 測 定 した.血 液 は24時 間 後 の摂 取 率 は 低 い 事

は 実験1で も述 べ た が,10日 で は 急 速 に低 下 そ の
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翠

図14正 常 ラッ ト群

o-o正 僧 ラット

肇

図15去 勢ラッ ト群

表XVIII血 液,睾 丸の6SZn摂 取率の推移

血液(cpm/mg)睾 丸(cpm/mg)

24時 10日 20日 30日 24時 10日 20日 30日

1 1.8 0.2 0.1 0.3 1.8 1.6 0.8
摩需 ㍗w

Q,タ

2 1.2 0.08 O.2 0.1 1.4 1.5 0.9 0.5.

3 0.7 0.1 0.04 0.1 0.9 0.3 O.2 O.6

4 1.8 O.4 0.02 0.02 1.7 0.8 0.5 0.4

5 2.2 0.5 O.3 0.05 0.8 O.5 0.3 O.3

1

後,低 下したまま殆んど変化なく30目 まで続いた.寒

丸組織でも同様24時 間の摂取率は低いが,10日 で も蓄

積率は高 く,20日,30日 と減少はするが,血 液に比較

すると推移は僅かである.

D)ARの 成績(写 真1,H,IH,IV)

正常 ラッ ト背側葉に対しては露出時間を30日,T.p

投与群20日,去 勢群,E.b,投 与群40日 とした,AR

では背側葉上皮に6SZnは 集積する事を認めたが,T.

p.投 与に依 りこれが強い事,E.b.去 勢 に依 り減少

する事,又 時間的推移に於いて,E.b.去 勢 に依 り上

皮よ り間質内に集積する傾向を認めた.6SZnが 上皮

の核に集積するのか,細 胞質に集積するのか不明で,

又E.b去 勢 に依 り間質に集積するとは言え,如 何な

る細胞に集積したかは不明であつた.

総括並びに考察

著者は放射性亜鉛6SZnを 正常 ラヅ トの心臓

内に注射 し24時間後の摂取率について,前 立腺

背側葉に圧倒的に多 く,次 いで肝,膵,副 腎等

に多 く,睾 丸,血 液,前 立腺前葉,精 嚢腺等に

は少なかつたことを観察した.6SZnを 使用し

て,生 体内亜鉛代謝を研究 したもののうちで標

準的な業績 とされているSheline(1943)os,等

の報告では,マ ウスに皮下注射した場合,臓 器

全体として65Zn摂 取量は早期において肝が最
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調

教'一

凶

〆『 単4

陀・・囲
ぐ

ζ、

写 真1正 常 ラッ トAt.R.

写 真H正 常 ラッ トAR.(×40)

'

吃 、 置 ξ

.'.誘`'羨 ㌧
bノ

つ`

L

》灘 ∫・

,・ 懇
1

写真皿 正常ラッ

運劾
.盛

囲'

ワ 弓乙

謬 ・琶詳ダ

瀦
〆織

・AR .(×100)

写真IVT.P.投 与群の背側葉のA.R

写真VE。b.投 与群の背側葉のAR.

も多 く,臓 器単位重量当 りにつ いては,早 期に

おいて膵,肝,腎,下 垂体 に多 く,赤 血 球,

脳,筋,皮 膚 には少 な く,脾,腸 管,副 腎,

肺,リ ンパ腺,骨 はその中間に位す る事を明 ら

か に した.Vallee(1947)等56》 は犬 に静注 され

たGS・Znは 広 く全 身に分布 し,最 大の6SZn濃

度 は肝,脾 である とし,選 択的局在性 を示 す も

のは見 られ ない と報告 した.三 輪(1959)38)は

家 兎 に6SZnを 静 注 し,顎 下腺 が前立腺.膵 を

含む全 ての対照組織 より圧 倒的にfisZnを 摂 取

る事 を見出 し,又 臓器 に依 り低値遷延群 としす

て胃,脳,骨 髄,睾 丸等 を,高 値漸減群 として

顎下腺,膵,前 立腺,肝,腎 を上げ分類 した.

小 野(1960)43)は65Znと 内分 泌腺 の関係につ

いて,臓 器摂 取6sZnが 水 溶部 に多 い臓器 とし

て,脳 下垂体,甲 状腺,膵,顎 下腺 をあげ蛋 白

ホル モ ンに関係す る 臓器 とし,6sZnが 不 溶性

部 に多 いものとして睾丸,精 嚢腺,前 立腺 をあ

げステ ロイ ドホル モンに関係す る臓器 として区

別 した.

Gunn等(1955)13)は ラッ ト心臓内 に65Znを

注 射 し,24時 間 か ら192時 間 までの各種臓器の

分布 を観察 し,前 立腺 背側葉が他の どの臓器 よ

りも高 濃度 にGsZnを 摂 取す るとい う注 目すべ

き報告 をした.そ の後彼等は選択的 に65Znを

摂 取す る背側葉 でも側葉 が背葉 より高 濃度に摂

取 す る事,更 に この選択的摂取が性 ホルモ ン影

響下 で前 立腺 機能を反映 して変動 する事 を報告

した14)そ の後,前 立腺 とGsZnの 関 係 して多

くの研究が報告 され て来 た.Kar等(1956)26}

は ラッ トについ て性 ホル モ ンの影 響を,Danie1

等(1956)7)人 前 立腺 疾患 に関 して,Prout(1957)



566 平山一前立腺亜鉛代謝に関する実験的研究 第1編

45》46)は 前 立腺痩形成 犬におけ る前立腺分泌液

の6SZnの 排 泄にっいて,Miller等(1957)36)

は ラッ トに於け る性ホルモ ンの影 響について,

Gunn等(1958)・ ・)はラッ トにおいて背側葉 を摘

出す ると精 嚢腺 の6SZnは 著 明に減少 するが生

殖 能は変化 がないこと,下 垂 体摘 出時 の変化,

(1957)1G},生 殖 能サークルとの関係 でpeakは

2月,7月 に認め られ ること(1958)17)・ カ ド

ミユムの拮抗作用 につい て(1961)18),Rudzik等

(1960)51は 副 腎 との関係についての報告が あげ

られ る.本 邦 では林(1960)20)が ラッ トにっい

て生体内分布,前 立腺G5Zn摂 取 と年令,短 期

間の前 立腺6SZnの 時 聞的推移 につ いて報告 し

てい る.

前 立腺亜鉛 については,6sZnが 導入 され る

以前既 に1921年BertrandDは23,60才 の2例 に

っいて491γ/g531γ/g(乾 燥 重量)と 多量に含

有 され る事 を報告 した.そ の後Dutoit(1930)

6)は470～530γ/gMawson等(!952)32)598～

1265γ/gKerr等(1960)175)116～2160γ/g(乾

燥 重量)山 本(1959)63)4!0～620γ/g白 川(1961)

5・)438～1160γ/gと 報 告者に依 り可成 りの差が

見 られ るが人体軟組織 では最 も高濃度に亜鉛 を

含有す る臓 器である ことが認め られてい る.実

験動物 ではMawson(1951)31).白 川(1961)55)

が ラッ ト前立腺背側葉は他の柔部組織 よりも著

明に高 い亜鉛含有が ある事 を報告 している.又

組 織化学的 に岡本(1942)4s》 は前立腺上皮 に亜

鉛 の存在 を証明,次 いで翠 川(1952)34)は ラッ ト

前立腺後葉 に,Rixon(1959)50'Mager(1953)

35)-Fleischhauser(1957)11)も 同 様 ,前 立腺 上

皮に亜鉛 を証 明した.一 方亜鉛 欠乏 ラッ トにっ

いてMiller等(1960)39》 は 睾丸,背 側葉 の亜

鉛 が減少 する事を報告 した.

以 上が 前立腺亜鉛,SSZn代 謝 に関す る文献

の大略であるが,前 立腺は亜鉛を著 し く多量 に

含有 する こと,亜 鉛代謝が旺盛であ る事 を証 明

しているが,そ の生理的意義に関 しては全 く不

明である.

生 体内亜鉛 の役割 については1934年Scott等

面 が インス リンと亜鉛の結合を報 告 して以来
,

Keilin等(1942)24)は 赤 血球 内の炭酸脱水素酵

素,膵 のCarboxypeptidase(1954)57)酵 栂 肝

のアル コール脱 水素酵素(1955)59》 肝 のグルタ

ミン酸脱 水素酵 素(1955)60)骨 格 筋 の乳酸脱水

素酵素(1956)61》 腎 のアル カ リホ スファターゼ

(1958)37)等 の 数種のMellatoenzyrneの 構成成

分 としての亜鉛が発見 され,又Znic-enzyme-

complexを 形 成す る亜鉛,酵 素蛋白の形成に

亜鉛が関与 する事,亜 鉛 と蛋 白 との結合に依 る

移送機転(イ ンス リンや グル カゴソと亜鉛 の関

係)が 考 えられ てい るが41揃 立腺 亜鉛 に関 して

は未だ具体的 な事実 は報告 されていない.

著 者はGunn(1955)13)に な らい,6sZnCl2溶

液 を稀釈0,4μc/9体 重 の割 で ラ ッ ト心臓 内に

注射 した.正 常 ラッ トに於 いて諸 家の報告 する

ように前立腺背側葉 の選択的摂取 を 認 め た の

で,実 験1と して,男,女 性 ホの各種影響下の

背側葉 の24時 間の摂取率(cpm/mg)を10日,

20日,30日 の 各時期 に観察,実 験Hと して6SZn

1回 投 与後 の背側 葉の時間的推移 に つ い て 矢

張,10日,20日,30日 で 観察その結果 を報告 し

た.

前 立腺 が性 ホルモ ン依存臓器で ある ことは古

くか ら認 め られ,男 性 ホルモ ン(以 下男ホ)の

生物学的検定 の指標 として慣用 されて来た.19)

25)この内前立腺が男 ホ依存性 であ る事をマ ウス

につ いて詳細 に報告 したのぬMoore(1932)3・)

で ある.

Korenchevsky等(1932)21)は 前 立腺 は男 ホ

に依 り肥 大 し,重 量 の増加 を来 たす とし,Bar-

ron,Huggins(1944)3'は 上 皮細胞 の大 きを増

し,分 泌量 を増加 させ るとした.又 男ホは前立

腺組織 の呼 吸,蛋 白代謝,糖 代謝,脂 肪代謝に

関す る種 々の酵素 に影 響を及す事 も知 られてい

る49・)全 去勢す る と副性器 の萎縮を来たすが男

ホ投与に依 り,こ の萎縮 は急速 に回復 し,組 織

学 的に も去勢前の状態 に もどる.こ の萎縮を防

止 す るに必要 な男ホはT.P.で は1日 量0.2mg

で あ るとされてい る.(Korenchevsky,Moo-

re)30'22,.亀 甲(1959)27)はT.P.1回1mg2回

/週 とし 総量8mgで あ り,萎 縮 の完成 した

と思われ るラッ トに対 しては大量投与 し,総 量

50mgで 正 常 組織 に 回復 した と報告 した .著



平山一前立腺亜鉛代謝に関する実験的研究 第1編

者は正常 ラッ ト群 にO,1mg毎 日投与,去 勢 ラ

ッ トには0.2m9,0.1mg,0.05mg毎 日投与,

又萎縮が完成 した ラッ トにはlmg毎 日投与 し

た.

正常 ラッ トを非同棲群 と同棲群 に別 けたが同

棲群が重量増加,65Zn摂 取 率 共 に 非 同棲 群 よ

り高値であつた のは,特 異なホルモ ン環境 が考

えられるが,種 犬 に於 いて前 立腺が著 し く肥 大

する事実 と考 え合せ て興 味あ ることであ る.正

常ラッ トにT.p.0.1mg投 与 す ると 摂 取率 は

10日 で対照群 より増加 していたが,20日,30日

では重量増加 に拘 らず減 少 して いた.Gunn等

はT.p.0.05mg毎 日6日 投与で重量 は変化 な

かつたが摂取率 は減少 した と報告 しでい るが15'

Kar等26)はT.P.5mgの 大 量投与 して重 量

は増加 す るが 摂 取率 には 影 響が なかつた とし

た.林(1961)の 成 績 では投 与量,投 与期 間は

不明であ るが重量,摂 取率共 対照値 と差 がなか

つた こととしている20)一 白 川 も又,重 量,亜 鉛 含

量に著明な影響 を与 えない と報告 してい る卵

組織学的には既 に述べた ように腺 上皮 の肥大,

分泌能の充進が認 め られ てい るが,Steadmann

(1953)54,は 正 常 ラッ トにT.P.1mg/kg体 重

投与し,4週 で1時 重量 は減 少 し,7週 で再 び

増加した とし,T.p.を 投 与 し或 る時期 に下垂

体 ゴナ ドトロピン分泌 を抑制 し,男 性 ホ分泌 が

減少す るか らで あると した.David(1961)9'は

正常 ラヅ トにT.p.2.5mg8日 間 投与 した時,

前立腺組織内 の 酵 素は,Aldolase(12.3%)

Aspirineesterase(17%)Catalase(10%)

Acidphosphatase〈17%)Alcalinephosph-

atase(83%)の 増 加 と β一Glucuronidase(40

%)TransaminaseG.0.T.(7%)G.P.T・

(8・8%)の 減 少を認め た としたが,6SZnの 摂 取

が一時減少 した事の原因 は不 明であ る .

去勢に依 り男性 副性器は萎縮 す ることは周知

のことであ るが,著 者 も重量 の減 少は10日 で既

に著明で,摂 取率 も又 半減 していた.20日,30

日と重量 は更 に減少 したが,摂 取率 が20日,30

日で変化が なか つた事 は,20日 頃 に背 側葉の亜

鉛に関す る代謝が完全 に停止 した も の と 考 え

た.亀 甲は去勢後10日 で組 織学的 に萎縮 現象が
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現 れ るが,後 葉では腺細胞 は縮 少す るが前葉程

著 明でな く,腺 の形態 は不変 で,尚 乳頭 突起を

認 め るとし,30日 後 には萎縮は更 に高度 とな り,

分 泌相 は停 止 した と報告 している.Gunn等 は

重量 減少に比較 して摂i取率 の減 少の方が著 明で

あ るとしたが15).著 者 は20日 まで重量 と摂 取率

が平行 して減少 した.白 川は前 立腺 亜鉛 含量は

去勢 後2～3週 で一定値 に低下 する としてい る.

去 勢 ラッ トに 対 して 副性 器 萎縮 を 阻止す る

T.p.の 量 は報告者 に依 り異 る事 は述べたが,

Gunn等 は重量,65Zn摂 取 率 を正常値 に維持

するには0.025mg～0.1mgのT.P.毎 日投与

で充分 であ るとしたが,15)こ の成 績は ユ週 間の

ものであ り,著 者 は,T.P.0.2mg/日 で30日

間 重量,摂 取 量共に正常値以上 に保持 され る こ

と,0.1mg以 下 毎 日投与 では10日 まで重量,

摂 取率 は正常 範囲にあつたが20日,30日 では,

摂 取率 は対 照群に比較 す ると低 いが,可 成 り維

持 され て重量 は漸 次減 少 した事 を報告 したが,

萎 縮防止 にはT.P.0.1,0.05mgは,不 足 量

で あると考 えた.こ れはMiller・ 等 の成 績に一

致す るものであ る36,一去 勢 ラッ トにT.P.を 投

与 した場合,興 味 あ る事 は萎 縮が完成 した と思

われ る30日 後 よ りT.P.1mg毎 日の大量投与

を行 つた時,ユ0日 では既 に重量 は正常値 まで回

復 していたが,摂 取率は尚低値 で正常値 の1/2

で あつた ことであ る.更 に 投与 を続 け る と20

日,30日 で正常値 以上に回復 した.萎 縮 が完成

した前立腺 で も適 当量 の男性ホを投与す ると,

組 織学的 には正 常像に回復 す る事は知 られ てい

るが,こ の実 験で重量 の回復 と,背 側葉 の亜鉛

が関係す る代謝 の回復 には時間的歪が ある事 が

明 らか となつた.去 勢 ラッ トにT.p.を 適 当

量(0.2mg/日 以 上)投 与す ると,20日 以後 に

は重量,並 び に6fiZn摂 取 量 は村照値以上 を示

すが,正 常 ラッ トでは0.1mgで も摂取率 の低

下が観察 され た事 は,去 勢 ラッ トに於 いては投

与 されたT.p.に 依 り血 中男性 ホが必要一 定

量 に保持 され るが,正 常 ラッ トに対 してStead-

mannの い う54)下垂 体→睾丸 の抑制 の結果が,

背 側 葉内 の亜鉛代謝 に微妙 に反映 した ものか も

知れ ない.
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女 性ホルモ ン(以 下女性 ホ)の 前 立腺に対 す

る作用は去勢 と同様,重 量 の減少,機 能 の 減

退,代 謝 の低下等の抗 男ホ作用 の他 に,古 くは

Lacassagne(1933)29'は 女 性ホ長期 投与に依 り

マウス前 立腺の後葉の上皮の肥大,Metaplasia

等 の 変化 を報 じて以来,同 様な報告 が数多 くな

された.即 ち,Freud(1933)10)David等(19

34)8)は 去 勢 ラッ トに女 性ホを投与 し,側 葉 の

肥大を,Burrow(1934)2〕 は女性 禾を皮膚 に塗

布す ると,前 葉,背 側葉 の肥大 を起 す ものがあ

るが増殖 肥大 の主 は線維性要素 であ り,上 皮 性

要素は増殖 の傾向な く,Metaplasiaの 傾 向の

みで あつた とした.翠 川(1952,1955)は マ ウ

ス,ラ ッ トに女性 ホを投与 し背葉上 皮 細 胞 の

Metaplasia性 増 殖 をみたが,側 葉,腹 葉 は萎

縮性変化が現れ,更 に8週 内に投与 を続 け ると

この変化 は更に 顕著 とな るとした34》.又 中 山

(1951)40)は3週 より3ヵ 月 に亘 り投与 し,萎 縮

性変化のみが招来 され,し か も腹葉 背側,前 葉

の順 に影響が強 く,間 質組 織の増殖 がみ られ る

とした.以 上の様に女 性ホの作 用は前立腺 に対

しては去勢 と異 り萎縮変化 のみでな く増殖性変

化 を来たす事実 があ り,複 雑 と言わね ばな らな

い.又 代謝面に於いてはRobert等(1953)49》

は 女性ホは前 立腺 に対 して呼 吸,糖,脂 肪,蛋

白代謝を抑制 す ると同時に これに関与 す る各種

酵 素 も低下す るとした.Davidは 正 常 ラッ トに

E.b.O.05mg8日 間投与 しAldolase(5%)

Aspirinesterare(4%)TransarninaseGPT

(28%)の 低 下Catalase(44%)Acid-phosp-

hatase(8%)Alcaline-phosphatase(76%)の

増加 とβ一Glucuronidase,Transaminase,GOT
,

は不変であつた と報告 した9》 著者は正常 ラッ

トにE.b.0.lmg去 勢 ラッ トに0.1mg,0.01

mgを 毎 日投与 した.正 常 ラッ トに0,1mg投

与 す ると,10日 で は重量には変 化なかつたが,

摂 取率は低下 していた,20日 で は重量,摂 取量

共に減少 し,30日 で は摂取率は対照群の ユ/2以

下に低下 していた.重 量に比較す ると摂取率 の

低下が著 明で あつた.去 勢 ラッ トに 於 い て は

E.b.0.1mgで は 去勢 無処置群 と同様の変化 を

取つたが,0・01mg投 与 では10日 で,0.1mg投

与 群 に比 して重量,摂 取率 の低 下が軽度 であっ

た.20日,30日 で は同様 の減少変化 を取った.

Gunn等 の実 験15)で は,正 常 ラッ トに対 しては

E,b.0.1μ9～O.1mg毎 臼6日 投与 し1μ9の み

が摂取率 を 低下 させ たが0.5μg1.5μgO.lmg

で は この効果 がなかつた.併 し0.lmgで は重

量,摂 取率共 に低下 した事,去 勢 ラッ トに樹 し

ては,E.b.0.1μ91μ910μ9の 順 に去 勢に依

る摂 取率 の低下 を阻止 す る作 用 が あ つ た が

0.1mgで は その効果 のなかつた とし,女 性 ホ

の背側葉の亜鉛代謝 に対 しても投与量 に依 り特

異な作用 を報告 した.Kar等26,は 正 常 ラッ トに

E.b.5mg4日 投 与で重量,摂 取率の低下を

報告,林 は正常 ラヅ トに女 性ホ を 投 与 し,重

量,摂 取率の変化 がなかつた事 を,白 川55)は亜

鉛 の含有量はE.b.lmg,0.01mg投 与 で幾 分

の減少の傾向 を示 したが,0.1mgで は略 々正常

値 で あ り,去 勢 ラッ トに対 しては影響が なかつ

た と報 告 して いる.Miller(1957)s6)は 女 性ホ

は前 立腺 重量 を減少 させたが亜鉛摂取 は減少 し

なかつた とし,背 側葉 の亜 鉛代謝 を支配 するホ

ルモ ンは成長 に必要 な もの と必ず し も 一 致 せ

ず,重 量 に比例 して6sZn摂 取 が減少 したに過

ぎない として いる.著 者 もE.b.0.01mgで10

日で 去勢無処置,0.1mg投 与 に比 し,摂 取率

の低下 が少なかつ た ことは注 目すべ きであるが

投与量,投 与期間 が問題 であ り,そ の原 因につ

いては不 明で ある.組 織学 的には増殖性変化は

認めなか つた.

男 性ホ と女性 ホを一 定量 の割合 に混合 したも

のは両ホル モンの共 通 した全身的作 用,例 えば

下垂体前葉 の機 能抑制,或 は体組織形成促進等

の作用は両 ホに依 り相 乗的 に強 ま る事 が知 られ

ている.Sunders(1958)は 両 性ホを投与す る

と,T.P.が 前 立 腺に対 して促進 的に働 くが,

E.b.の 作 用は現れ ない とし,Woodruff(1962)

62,はT .P.とE.P.を 種 々組合せ,去 勢 ラッ

トに投与 し,T.p.O.5mg,E.b.0.25mgの 投

与で重量 は対 照値 に維 持 した とした.亀 甲は20

:1の 割 合に混 じ,T.P.の 総 量8mg投 与 し,

前 立腺重量は対 照値 以上に増加 した ことを報告

した.著 者 は正常 ラッ ト,去 勢 ラッ トにT.P.
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0.2mgE.b.0.1mg投 与 して30日 間 で重量,

摂取率は対 照群 と差がなかつ た こと・正常 ラッ

トに対 してT.P.0.1mgE.b.0.1mgで は20

日,30日 で 急速 に重量,摂 取 率が低下 した.去

勢ラヅ トに対 しては同量 で10日 で は正常値 に維

持 されていたが,矢 張 り20日,30日 で 急速に重

量,摂 取率が低下 した結果 を得た.前 立腺に対

する両 ホ混合の効果 は,混 合 比,女 性 ホの投与

総量が問題 とな り,現 在 一定 した結論 は得 られ

ていない.

前立腺背側葉 の65Znの 時 間的推移 を観察 し

た報告は少 ない.三 輪 は家兎 について高値漸減

群に前立腺 が含 まれ るとし,小 野 はス テ ロイ ド

ホルモソに関係 す る臓 器 として,時 間的推移 の

少ない,即 ち不溶性部分 に多 量 の65Znが 含 ま

るものの中に 前立腺 を あげて いる,Czerniak

(1962)5)も 比 較 的推 移の少 ない臓 器 として前立

腺をあげているが,背 側 葉につ いての報告,又

性ホルモ ンに依 る影響 につい ての報告 は見当 ら

ない.正 常 ラッ トの前立腺背 側葉 の6SZnの 生

物学的半減期 は15日 前後 が考 えられ る.30日 で

尚24%の 蓄積 が見 られた 事 は 推移 の 少ない臓

器の一つでであ る.正 常 ラッ ト.去 勢 ラッ ト

にT.P.0.2mg投 与 す ると蓄積 は 促 進 され30

日で2/3が 蓄 積 す るのを認 めた.又 萎縮完成

ラッ トにT.p.1.Omgの 大 量 を投与 す ると,

次第に蓄積 されて来 る現象を観察 したが,各 時

期に測定 した6SZnは 一 度摂取 された まま背側

葉に蓄積 してい るものか,背 側葉 の亜 鉛代謝増

進に応 じて,他 臓器 よ り集積 した ものか不 明で

ある.併 し,こ の事実 より,亜 鉛 は背側葉 の発育

に重要且つ必要 欠 くべか らざる ものの一つ であ

る事が推察 し得 る.背 側葉の6sZnの 推 移 に於

い ても女性 ホの影響 は特異的 で,正 常 ラッ トに

E・b・0.1mg投 与 又,去 勢 ラッ トに0.1mg投

与 した時いずれ も30日 で対照群 に比較 して蓄積

が高かつた事 であ る.こ の原 因,意 昧につい て

も不明であるが,女 性ホ長期投与 に依 る変化 の

}つ と考 え られ る
.去 勢 ラッ ト無 処置 では対照

群に比較す ると65Znは 急 速 に減 退 したが,去

勢に依 る背側葉 の発育,機 能 の停 止を考 えれ ば

当然である.
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AR像 よりは明確な判断を下 し難いが,女 性

ホ投与に依 り65Znが 間質に増加する傾向にあ

るのは諸家の報告する女性ホの間質の増殖変化

の関連性を考える時,間 質内の亜鉛に関係する

なんらかの代謝が増進するものと想像 し得る.

結 語

成 熟雄 ウイス ター系 ラッ トを使用 し,性 ホル

モ ンの各種環 寛下 の前立腺 の背 側葉 の65Zn摂

取 率 と重量 の関係,並 びに背側 葉 におけ る65Zn

の 時 間的推移 を観察 し次の結果 を得 た.

1)正 常 ラッ トに於 いて前立 腺背側葉 は6SZn

投 与24時 間 後 に他 の どの 臓 器 よ り も摂 取 率

(cpm/mg)は 高値 で あつ た.又 同棲群 の背側

葉 の重量,65Zn摂 取 率 は非同棲 群 よ り高値 を

示 していた.

2)正 常 ラッ トにT.P.0.1mgを 投 与す る

と重量 は常 に上昇 傾向 にあつた が摂取率 は20日

で一 時低下 し再 び30日 で上昇 していた.E.b.

0.1mg投 与 す ると重量,摂 取率共 に各期 で減少

傾 向を示 した.T.P.0.2mg+E・b・0・1mg投

与 で は両者共 に対照値 に維持 され ていた.T.

p.0.1mg十E.p.O.1mgで は両 者共 に低下 し

た.

3)去 勢 無処置群 では重 量減少 に相応 して摂

取率 は減少 したが,20日 ～30日 で は摂取率 は固

定 してい た.適 当量(O.2mg)以 上 のT.p.投

与 に依 り,重 量,摂 取 量共 に対照値 に30日 間維

持 され るが,投 与量 が少ない と両者共 に減少 す

るが,摂 取率 は重量減少 に比較 して 少 な い.

E.b.投 与 で無処置群 と同様 に両者 は減少す る

が0.01mg投 与 では10日 に 於い てのみ,比 較 的

高値 に維持 されていた.萎 縮完 成時期 よ りT.

p.1mgの 大 量投与 に依 り,重 量 の回復 度に比

して摂取率 は遅 く時間的歪みが み られた.

4)時 間 的推移 につい ては正常群 に於 いて同

棲 群,非 同棲群 は略 々同様 の推移 を示 した.30

日で 蓄積率 は18～24%で 他 臓器 に比較 す ると著

しい差は ないが,摂 取率か ら見 る と尚高値で あ

つた.T.p.投 与 に依 り正常 ラッ ト.去 勢 ラッ

トの6sZnの 時 間的推移 は緩 慢 となつ た.E.

b.投 与 に依 り,推 移は急速 になつた が・30日
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で僅かに増加の傾向を認めた.

5)Autoradiographで は 背側葉 の選択的摂

取 の像は得 られたが,ホ ル モンの影響 の像 は明

確 でな く,T.p.投 与 に依 り上皮細胞 に集積 す

る傾 向E.b.投 与 に依 り間質組織 に集積 す る傾

向を認 めたが,こ れ が腺細胞,組 織 の機能 に関

係す るか否か は不 明である.

(本稿の要旨は第35・36回 日本内分泌学会総会,第

50回 日本泌尿器科学会総会に於いて発表 した.稿 を終

るに臨み,御 指導,御 校閲を賜つた恩師加藤教授に深

甚な謝意を表します.)

文献は最終編にゆずる.

(1964年5月28日 受付)




